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1章基準適合性





1 . 規則への適合「生

「再処理施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則」第十四条では，以

下の要求がされている。

（安全避難通路等）

第十四条 再処理施設には，次に掲げる設備を設けなければならない。

ー その位置を明確かつ恒久的に表示することにより容易に識別で

きる安全避難通路

二 照明用の電源が喪失した場合においても機能を損なわない避難

用の照明

三 設計基準事故が発生した場合に用いる照明（前号の避難用の照

明を除く。）及びその専用の電源

〈適合のための設計方針〉

第一号について

再処理施設には，その位置を明確かつ恒久的に表示することにより

容易に識別できる安全避難通路を設ける設計とする。

再処理施設としては，人の立ち入る区域から出口までの通路，階段

及び踊り場を安全避難通路として設定し，その位置を明確かつ恒久的

に表示することにより容易に識別できる設計とする。

【補足説明資料 1-1, 1-2, 1-3】
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第二号について

再処理施設には，照明用の電源が喪失した場合においても機能を損

なわない避難用の照明を設ける設計とする。

再処理施設としては，避難用の照明として誘導灯及び非常灯を設け

る設計とし，誘導灯及び非常灯は，外部からの電源が喪失した場合に

おいてもその機能を損なわないように蓄電池を内蔵した設計とする。

【補足説明資料 1-1, 1-2, 1-3】

第三号ついて（追加要求事項）

再処理施設には，設計基準事故が発生した場合に用いる照明（前号の

避難用の照明を除く。）及びその専用の電源を設ける設計とする。

再処理施設としては，再処理施設の状態を監視及び制御するために必

要な作業用の照明として，中央制御室及び使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の制御室に避難用の照明とは別に運転保安灯，直流非常灯を設

ける設計とする。また，中央制御室には，避難用の照明とは別に蓄電池

内蔵型照明を設ける設計とする。

中央制御室の運転保安灯は，外部からの電源が喪失した場合において

もその機能を損なわないように 6.9kV非常用主母線に接続し，第 2非

常用ディーゼル発電機から電力を供給する設計とする。

中央制御室の直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪

失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が重大事故等対

処設備から開始される前までに必要な作業を実施する中央制御室に設置

する。直流非常灯は，直流電源設備（第 2非常用蓄電池）に接続し，第

2非常用ディーゼル発電機からも電力を供給できる設計とするほか，全

交流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給

が重大事故等対処設備から開始される前までの間，点灯可能な設計とす
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る。蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処

するために必要な電力の供給が重大事故等対処設備から開始される前ま

での間点灯できるように内蔵蓄電池を備える設計とする。

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の運転保安灯は，外部

からの電源が喪失した場合においても，その機能を損なわないように

6.9k V非常用母線に接続し，第 1非常用ディーゼル発電機から電力を

供給する設計とする。

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の直流非常灯は，全交

流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が

重大事故等対処設備から開始される前までに必要な作業を実施する制御

室に設置する。直流非常灯は，直流電源設備（第 1非常用蓄電池）に接

続し，第 1非常用ディーゼル発電機からも電力を供給する設計とするほ

か，全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力

の供給が重大事故等対処設備から開始される前までの間，点灯可能な設

計とすゑ←

設計基準事故において，想定外の警報発報により現場作業が必要とな

った場合及びそのアクセスルートについては，中央制御室，使用済燃料

の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室に配備している可搬型照明を活用す

る。

これらの作業用の照明により，設計基準事故で操作が必要となる場所

及びそのアクセスルートの照明を確保でき，昼夜及び場所を問わず、再

処理施設で事故対策のための作業が生じた場合に作業が可能となる設計

とする。

【補足説明資料 1-1, 1-2, 1-3, 1-5, 1-6】
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2. 概要

2. 1 安全避難通路等

再処理施設には，人の立ち入る区域から出口までの通路，階段及び踊

り場を安全避難通路として設定し，その位置を明確かつ恒久的に表示

することにより容易に識別できる設計とする。

避難用の照明として，誘導灯及び非常灯を設ける設計とする。誘導灯

及び非常灯は，外部からの電源が喪失した場合においてもその機能を損

なわないように蓄電池を内蔵した設計とする。

中央制御室の運転保安灯は，外部からの電源が喪失した場合において

もその機能を損なわないように 6.9kV非常用主母線に接続し，第 2非

常用ディーゼル発電機から電力を供給する設計とする。

中央制御室の直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪

失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が重大事故等対

処設備から開始される前までに必要な作業を実施する中央制御室に設置

する。直流非常灯は，直流電源設備（第 2非常用蓄電池）に接続し，第

2非常用ディーゼル発電機からも電力を供給できる設計とするほか，全

交流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給

が重大事故等対処設備から開始される前までの間，点灯可能な設計とす

る。蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処

するために必要な電力の供給が重大事故等対処設備から開始される前ま

での間，点灯できるように内蔵蓄電池を備える設計とする。

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の運転保安灯は，外部

からの電源が喪失した場合においてもその機能を損なわないように 6.9

kV非常用母線に接続し，第 1非常用ディーゼル発電機から電力を供給

する設計とする。
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使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の直流非常灯は，全交

流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が

重大事故等対処設備から開始される前までに必要な作業を実施する制御

室に設置する。直流非常灯は，直流電源設備（第 1非常用蓄電池） に

接続し，第 1非常用ディーゼル発電機からも電力を供給する設計とする

ほか，全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電

カの供給が重大事故等対処設備から開始される前までの間，点灯可能な

設計とすゑ←

設計基準事故において，想定外の警報発報で現場作業が必要となった

場合及びそのアクセスルートについては，中央制御室，使用済燃料の受

入れ施設及び貯蔵施設の制御室に配備している可搬型照明を活用する。

これらの作業用の照明により，設計基準事故で操作が必要となる場所

及びそのアクセスルートの照明を確保でき，昼夜及び場所を問わず、再

処理施設で事故対策のための作業が生じた場合に作業が可能となる設計

とする。

【補足説明資料 1-1, 1-2, 1-3, 1-5, 1-6】
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2.2 設計方針

(!) 再処理施設には，人の立ち入る区域から出口までの通路，階段及び踊

り場を安全避難通路として設定し，その位置を明確かつ恒久的に表示

することにより容易に識別できる設計とする。避難用の照明として，

誘導灯及び非常灯を設ける設計とする。誘導灯及び非常灯は，外部か

らの電源が喪失した場合においてもその機能を損なわないように蓄電

池を内蔵した設計とする。

【補足説明資料 1-1, 1-2, 1-3】

(2) 再処理施設には，設計基準事故が発生した場合に用いる照明として，

次のような作業用の照明を設けるものとする。また，以下の作業用の

照明により，設計基準事故で操作が必要となる場所及びそのアクセス

ルートの照明を確保でき，昼夜及び場所を間わず、再処理施設二事故

対策のための作業が生じた場合に作業が可能となる設計とする。

a. 設計基準事故の対処のために制御室で行う作業に用いる照明と

して，中央制御室の運転保安灯は，外部からの電源が喪失した場

合においてもその機能を損なわないように 6.9kV非常用主母線

に接続し，第 2非常用ディーゼル発電機から電力を供給する設計

とする。

中央制御室の直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，全交流動力

電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が

重大事故等対処設備から開始される前までに必要な作業を実施す

る中央制御室に設置する。直流非常灯は，直流電源設備（第 2非常

用蓄電池）に接続し，第 2非常用ディーゼル発電機からも電力を

供給できる設計とするほか，全交流動力電源喪失時から重大事故

等に対処するために必要な電力の供給が重大事故等対処設備から
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開始される前までの間，点灯可能な設計とする。蓄電池内蔵型照

明は，全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必

要な電力の供給が重大事故等対処設備から開始される前までの間，

点灯できるように内蔵蓄電池を備える設計とする。

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の運転保安灯は，

外部からの電源が喪失した場合においてもその機能を損なわない

ように 6.9k V非常用母線に接続し，第 1非常用ディーゼル発電

機から電力を供給する設計とする。

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の直流非常灯は，

全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電

カの供給が重大事故等対処設備から開始される前までに必要な作

業を実施する制御室に設置する。直流非常灯は，直流電源設備（第

1非常用蓄電池）に接続し，第 1非常用ディーゼル発電機からも

電力を供給する設計とするほか，全交流動力電源喪失時から重大

事故等に対処するために必要な電力の供給が重大事故等対処設備

から開始される前までの間，点灯可能な設計とすゑ←

運転保安灯，直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，設計基準事

故が発生した場合に必要な操作が行える照度を有する設計とする。

b. 設計基準事故において，想定外の警報発報で現場作業が必要と

なった場合及びそのアクセスルートについては，中央制御室，使

用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御奎丘．配備している可搬

型照明を活用する。

【補足説明資料 1-1 1-2, 1-3 -, 1 5, 1 6】
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2. 3 主要設備の仕様

照明設備の設備仕様を第9.2-6表に示す。

【補足説明資料 1-3, 1-4】

第 9.2-6表 照明設備の主要設備の仕様

項目 誘導灯 非常灯 運転保安灯 直流非常灯
蓄電池内蔵型

照明

電源電圧 交流 105V 交流 105V 交流 210V 直流 110V 交流 210V 

停電時 蓄電池 蓄電池
460V非常用母差

非常用 蓄電池

供給電源 （内蔵） （内蔵） 直流電源設備 （内蔵）

用途
避難用 避難用 制御室＊での 制御室＊での 中央制御室での

（消防法） （建築基準法） 運転監視星 初動対応用 初動対応用

注）＊印の制御室は，中央制御室及び使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室である。
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2. 4 照明設備の主要設備

(1)誘導灯

消防法で規定される避難口及び避難通路には，避難用の照明として，

勝導灯を設ける設計とする。誘導灯は， 460V運転予備用母線又は460

v常用母線（ただし，非常用電源建屋，使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設においては460V非常用母線）から変圧器を通して105Vで受

電し，外部からの電源が喪失した場合においてもその機能を損なわな

いように蓄電池を内蔵した設計とする。

(2)非常灯

建築基準法で規定される居室，居室から地上へ至る通路，階段及び

踊り場には，避難用の照明として，非常灯を設ける設計とする。非常

灯は， 460V運転予備用母線又は460V常用母線（ただし，非常用電源

建屋，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設においては460V非常用母

線）から変圧器を通して105Vで受電し，外部からの電源が喪失した場

合においてもその機能を損なわないように蓄電池を内蔵した設計とす

る。

(3)運転保安灯

中央制御室及び使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室には，

運転保安灯を設ける設計とする。運転保安灯は， 460V非常用母線から

変圧器を通して210Vで受電し，外部からの電源が喪失した場合におい

てもその機能を損なわない設計とする。

(4)直流非常灯

中央制御室及び使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室には，

直流非常灯を設ける設計とする。直流非常灯は，非常用直流電源設備

（非常用蓄電池）に接続し，非常用ディーゼル発電機からも電力を供
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給する設計とし，全交流動力電源喪失時に自動点灯する設計とする。

(5)蓄電池内蔵型照明

蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪失時から重大事故等に

対処するために必要な電力の供給が重大事故等対処設備から開始

される前までの間，点灯可能なように内蔵型蓄電池から電力を供

給できる設計とする。

【補足説明資料 1-3, 1-4】

2-7 



2章補足説明資料
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